
美
術
取
調
委
員
ト
シ
テ
凡
九
ヶ
月
間
欧
羅
巴
へ
出
張
ヲ
命
ス

限
内
二
於
テ
便
宜
亜
米
利
加
ヲ
モ
巡
回
ス
ヘ
シ

明
治
十
九
年
九
月
十
一
日

間
、
イ
タ
リ
ア
、

こ
う
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡
倉
は
美
術
取
調
委
員
と
し
て
お
よ
そ
九
ヶ
月

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ソ
ス
、
オ
ラ

ソ
ダ
、
ペ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

ヱ
ル
子
ス
ト
、

稟
議
之
趣
認
許
ス

出
張
命
令
書

ヱ
フ
、

フ
ヱ
ノ
ロ
サ

（
山
口
静
一
著

『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
上
』
に
よ
る
。
）

ア
メ
リ
カ
の
諸
国
を
巡
り
、
美
術
学
校
を
は

十
九
年
九
月
六
日

文
部
省

明
治
十
九
年
八
月
二
十
六
日
文
部
大
臣
森
有
礼

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
伊
藤
博
文
殿

也

但
本
文
期

遣
シ
又
兼
テ
教
育
事
項
取
調
ノ
為
メ
欧
洲
二
出
張
致
居
候
文
部
省
参
事
官

浜
尾
新
ヲ
右
美
術
取
調
委
員
長
ト
ナ
シ
夫
々
調
査
為
致
度
且
右
費
用
金
煎

万
余
円
ヲ
要
ス
ヘ
キ
見
込
二
付
其
内
凡
金
壱
万
円
ハ
曾
テ
閣
議
ヲ
経
ク
ル

学
校
建
築
費
二
充
用
ス
ヘ
キ
当
省
所
轄
地
所
建
物
売
却
代
価
ノ
内
ョ
リ
差

繰
支
弁
シ
余
ハ
来
年
度
当
省
経
費
予
算
二
編
入
可
差
出
右
至
急
閣
議
乞
候

追
テ
本
文
ノ
次
第
二
付
浜
尾
新
出
張
之
儀
更
二
凡
半
ケ
年
間
程
延
期
シ
且

マ
マ

便
宜
米
国
人
ヲ
モ
巡
廻
七
シ
メ
度
此
段
申
添
候
也

じ
め
と
す
る
美
術
行
政

・
ペ
キ
ソ
号
で
横
浜
を

出
港
、

サ
ソ
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
に
向
か
っ
た
。
翌

二
十
年
一
月
に
彼
ら
は

ヨ
ー
ロ
ッ
バ
ヘ
発
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
の
足
跡
に
つ
い
て

は
十
九
年
十
二
月
四
日
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
オ
ー
サ
ー
ズ

・
ク
ラ
プ
で
「
日
本

政
府
文
部
省
美
術
調
査
委
員
ァ
ー
ネ
ス
ト

•
F

・

フ
ェ
ノ
ロ
サ
教
授
歓
迎
晩
餐

会
」
が
開
か
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
、

詳
細
は
不
明
で
あ

る。
岡
倉
覚
三
の

「
欧
州
視
察
日
誌
」

視
察
旅
行
中
の
日
程
に
つ
い
て
は
公
式
記
録
が
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
容
を

岡倉覚三 欧州視察日誌 明治20年 日本美術院所蔵

日
、
両
名
は

ア
メ
リ
カ

の
郵
船
シ
テ
ィ

・
オ
プ

明
治
十
九
年
十
月

と
し
て
彼
ら
に
指
示
を

下
す
こ
と
と
な
っ
た
。

項
取
調
べ
の
た
め
欧
州

旅
行
中
で
あ
っ
た
浜
尾

新
が
美
術
取
調
委
員
長

取
調
べ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
際
、
教
育
事

上
の
九
項
目
に
つ
い
て

第 1章 東京美術学校創立前史 78 



月
六
日
、

把
握
で
き
な
い
が
、

岡
倉
の
「
欧
州
視
察
日
誌
」
（
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
五
巻
。

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
。
平
凡
社
）
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
岡
倉
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

滞
在
中
の
足
跡
は
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
。
こ
の
日
誌
は
明
治
二
十
年
三
月
二

日
に
始
ま
り
同
年
八
月
七
日
で
終
っ
て
お
り
、
視
察
箇
所
と
視
察
の
感
想
、
日

本
の
今
後
と
る
べ
き
方
策
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
、
自
作
の
詩
や
折
々
の
印
象

な
ど
が
和
文
ま
じ
り
の
英
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
む
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ

と
岡
倉
は
視
察
に
お
い
て
必
ず
し
も
同
行
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

左
記
は
こ
の
日
誌
よ
り
抜
粋
し
た
日
程
で
あ
る
。

三
月
二
日
、

リ
ヨ
ソ
に
て
美
術
学
校
、
美
術
館
、
ラ

・
マ
ル
テ
ィ
ニ
エ

ー
ル
学
校
（
職
業
学
校
）
、
絹
織
物
産
業
の
実
情
等
を
視
察
。

三
月
三
日
、
ヴ
ォ
ワ
ロ
ソ
着
。
国
立
ヴ
ォ
ワ
ロ
ソ
職
業
学
校
。
グ
ル
ノ

ー
プ
ル
着
。
劇
場
。

三
月
五
日
、

三
月
四
日
、
グ
ル
ノ
ー
プ
ル
。
女
子
師
範
学
校
。
絵
画
美
術
館
。
図
書

館
。
サ
ソ

・
ロ
ー
ラ
ソ
大
聖
堂
。
リ
ヨ
ソ
帰
着
。

ク
リ
ュ
ニ
ー
着
。
職
業
師
範
学
校
。

ク
リ
ュ
ニ
ー
在
。
ア
ラ
ス
（
種
馬
場
）
。
農
事
試
験
場
。

リ
ヨ
ソ
ヘ
出
発
。

三
月
七
日
、

リ
ヨ
ソ
在
。
絹
織
物
製
造
業
者
訪
問
。
ア
ラ
ー
ル
兄
弟
会

社
（
絹
織
物
仕
上
げ
場
）
等
。

三
月
八
日
、
リ
ヨ
ソ
発
、
ジ
ュ
ネ
ー
プ
着
。

三
月
九
日
、
ジ
ュ
ネ
ー
プ
在
。
浜
尾
新
、
千
本
福
隆
同
行
。
工
業
美
術

学
校
。
美
術
学
校
。
装
飾
美
術
館
。
時
計
学
校
。
時
計
製
作
場
。
同
附
属

機
械
学
校
。
ク
ル
タ
ラ
ソ
゜

四
月
十
日
、

サ
ソ

・
マ
ル
コ
聖
堂
。
パ
ド
ヴ
ァ
。

サ
ソ

・
ア
ン
ト
ニ
オ

四
月
九
日
、

美
術
ア
カ
デ
ミ
ア

の
美
術
館
。
研
究
所
。
展
覧
会
用
建
物

79 第5節

三
月
十
日
、

三
月
十
一
日
、

―
―
―
月
十
二
日
、

三
月
十
―
―
―
日
（
以
降
四
月
七
日
ま
で
ウ
ィ
ー

ソ
滞
在
）
ク
ー
ル
ザ
ー
ル

で
音
楽
（
ワ
グ
ナ
ー
、

マ
イ
ヤ
ー
、
バ
ッ
ハ
）
を
聴
く
。
シ
ュ
ク
イ
ソ

(L
o
r
e
n
z
 v
o
n
 Stein 1
8
1
5
~

9
0
)
 
;t,;
叩
阻
四
。
近
い
匡
8
新
、
キ
！
本
垣
ぽ
陸
同
芦
打
。

三
月
十
四
日
＼
四
月
二
日
、
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
画
廊
。
リ
ヒ
テ
ソ
シ
ュ

タ
イ
ソ
。
ツ
ェ
ニ
ソ
広
場
。
オ
ペ
ラ
座
。
大
学
。
師
範
学
校
。
ギ
ム
ナ
ジ

ウ
ム
。
貴
族
の
学
校
。
教
育
博
物
館
。
シ
ェ
ー
ン
プ
ル
ソ
。

堂
。
シ
ュ
タ
イ
ソ
訪
問
。

四
月
三
日、

（
建
築
中
）
。

ー
ル
の
住
居
）
。
ジ
ュ
ネ
ー
プ
在
。
装
飾
美
術
館
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
着
。

ウ
ィ
ー
ソ
ヘ
向
う
。

カ
ー
レ
ソ
ペ
ル
ク
。

レ
オ
ボ
ル
ド
ペ
ル
ク
。

四
月
四
日
、
教
科
書
を
見
て
遊
戯
具
選
定
。
ク
ソ
ス
ト
ハ
ウ
ス
協
会
。

シ
ュ
タ
イ
ソ
訪
問
。

四
月
五
日
、
音
楽
協
会
。゚
ヒ
ク
ラ
ー
書
店
。
シ
ュ
タ

イ
ン
お
よ
び
そ
の

息
子
と
会
食
。

四
月
六
日
、
D
.
p
.
C
教
育
省
ガ
ウ
ド
大
臣
。
市
立
劇
場
。
薄
物
館

（
博
物
誌
）
。
博
物
館
（
美
術
）
。
シ
ュ
タ
イ
ソ
家
。

四
月
七
日
、
ウ
ィ
ー
ソ
発
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
着
。

四
月
八
日
（
以
降
四
月
十
日
ま
で
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
滞
在
）
サ
ソ

・
マ
ル

コ
聖
堂
。
総
督
宮
。

モ
ザ
イ
ク
工
場
。

国
会
議
事

フ
ェ
ル
ネ
（
ヴ
ォ
ル
テ

欧米美術視察



礼
拝
堂
。 ゜

タ
ー
ニ

聖
堂
。
サ
ソ

・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
礼
拝
堂
。

サ
ソ
タ
ゴ
ス
テ
ィ
ノ
聖
堂
。

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
発
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
着
。

四
月
十
二
日
（
以
降
四
月
十
九
日
ま
で
フ
ィ
レ
ソ
ツ
ェ
滞
在
）
ウ
フ
ィ

ツ
ィ
宮
。
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

・
ヴ
ェ
ツ
キ
オ
。

四
月
十
一
日
、

四
月
十
三
日
、
ビ
ッ
テ
ィ
宮
。

四
月
十
四
日
、
美
術
ア
カ
デ
ミ
ア
。
同
美
術
館
。
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
宮
。
ピ

ッ
テ
ィ
宮
。
ボ
ボ
リ
庭
園
。
ト
ー
マ
ス

・
ボ
ー
ル
訪
問
。

四
月
十
五
日
、
モ
ザ
イ
ク
製
作
所
。
サ
ン
ク

・
ク
ロ
ー
チ
ェ
聖
堂
。

四
月
十
六
日
、
サ
ソ

・
ロ
レ
ン
ツ
ォ
聖
堂
。
ラ
ウ
レ
ソ
テ
ィ
ア
ー
ナ
図

書
館
。
国
立
美
術
館
。
メ
デ
ィ
チ
家
礼
拝
堂
。
新
聖
具
室
。
サ
ソ
タ

・
マ

リ
ヤ
聖
堂
。

四
月
十
七
日
、
サ
ン

・
マ
ル
コ
美
術
館
。
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
ヴ
ィ
ッ

ト
リ
オ

・
ニ
マ
ヌ
エ
ー
レ
の
劇
場
。

四
月
十
八
日
、

四
月
十
九
日
、

工
聖
堂
。
夜
、

サ
ソ

・
ジ
ュ
ス
ト
聖
堂
。

ホ
テ
ル
に
て
仕
事
。

ウ
フ
ィ
ツ
ィ
宮
°

。ヒ
ッ
テ
ィ
宮
。

ロ
ー
マ
に
向
う
。

四
月
二
十
二
日
、

サ
ソ

・
ロ
レ
ソ
ツ
ォ
、

エ
レ
ミ

サ
ン
タ

・
ク
ロ
ー
チ

四
月
二
十
日
、
ロ
ー
マ
着
（
以
降
四
月
二
十
六
日
ま
で
ロ
ー
マ
滞
在
）
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
会
う
。
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
宮
。
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ソ
、
シ
ス
テ
ィ
ナ

四
月
二
十
一
日
、
彫
刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
サ
ン

・
。ヒ
エ
ト
ロ
聖
堂
。

・
バ
ウ
ロ
聖
堂
。
サ
ソ
タ

・
マ
リ
ア

・
ト
ラ
ス
テ
ヴ
ェ
レ
聖
堂
。

サ
ソ
ク

・
マ
リ
ア

・
マ
ジ
ョ
ー
レ
、

サ
ソ

ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ソ
の
彫
刻
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
ド
リ
ア
宮
。

サ
ン

・
ジ
ョ

四
月
二
十
六
日
、
ト
デ
ス
コ
男
爵
夫
人
。
夜
、
ナ
ボ
リ
ヘ
向
う
。

四
月
二
十
七
日
、
ナ
ポ
リ
在
。
国
立
美
術
館
。
水
族
館
。

四
月
二
十
八
日
、
ナ
ポ
リ
在
。
音
楽
学
校
。
美
術
研
究
所
。
大
聖
堂
。

水
族
館
。
カ
ス
テ
ル
マ
ー
レ
ヘ
向
う
。

四
月
二
十
九
日
、
ボ
ン
ペ
イ
訪
問
。

帰
着
。四

月
＝
―
十
日
、
ロ
ー
マ
に
て
建
築
家
コ
モ
ッ
ト
訪
問
。

ピ
サ
ヘ
向
う
。

五
月
一
日
、
ピ
サ
の
大
聖
堂
。
サ
ソ

・
カ
ヴ
ァ
レ
ロ
聖
堂
。
ジ
ェ
ノ
ヴ

ァ
の
墓
地
°
ミ
ラ
ノ
ヘ
向
う
。

五
月
二
日
、

ミ
ラ
ノ
に
て
プ
レ
ラ
広
場
。

ル
。
国
立
美
術
館
。
大
聖
堂
。

五
月
三
日
、
ミ
ラ
ノ
に
て
ア
ソ
プ
ロ
ジ
ア
ー
ナ
図
書
館
。
二
、
三
の
教

会
。
夜
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
ヘ
向
う
。

五
月
四
日
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
を
経
て
マ
ル
七
イ
ユ
ヘ
向
う
。

美
術
館
。

ス
ペ
イ
ソ
ヘ
向
う
。

五
月
五
日
、
ス
ペ
イ
ン
国
境
入
ロ
ボ
ー
ト

・
ボ
ウ
を
出
発
。

五
月
六
日
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
着
。
ド
ネ
ツ
ェ
ッ
テ
ィ

・
オ
プ

・
ラ

・
フ
ァ

ヴ
ォ
リ
ク
に
て
観
劇
。

五
月
七
日
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
発
、

四
月
二
十
五
日
、

カ
ラ
浴
場
。

四
月
二
十
三
日
、

四
月
二
十
四
日
、

ロ
ン
カ
ン
プ

マ
ド
リ
ッ
ド
着
。
美
術
館
。
闘
牛
場
。

オ
テ
ル

・
ド

・
ラ

・
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ン
ニ

・
ラ
テ
ラ
ノ
聖
堂
。

ア
カ
デ
ミ
ー
。
市
の
美
術
館
。
ラ
テ
ラ
ノ
美
術
館
。

ヴ
ァ
テ
イ
カ
ン
絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

コ
ロ
セ
ウ
ム
。
フ
ォ
ー
ル
ム

。
皇
帝
の
広
場
。
カ
ラ

カ
ス
テ
ル
マ
ー
レ
よ
り
ロ
ー
マ
に
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五
月
八
日
、
町
を
見
物
。
コ
ル
ド
バ
ヘ
向
う
。

六
月
二
十
六
日
、
G
J
e
n
g
h
i
s
k
h
a
n
.
 

八
月
七
日
、
C
e
ltic
f
r
o
m
 L
i
v
e
r
p
o
o
l
,
 3r
d

□.
 

岡
倉
の
日
誌
で
は
彼
の
同
行
者
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
ジ
ュ
ネ
ー
プ
と
、
そ
れ
に
次
ぐ
訪
問
地
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
は
浜
尾
新
、

千
本
福
隆
が
同
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
千
本
福
隆
は
文
部
省
御
用
掛
で
浜
尾

の
随
行
員
。
東
京
美
術
学
校
開
校
直
後
か
ら
一
年
ば
か
り
「
数
学
」
授
業
の
嘱

託
教
師
を
勤
め
る
。
ウ
ィ
ー
ン
で
は
各
所
視
察
の
傍
ら
幾
度
も
シ
ュ
タ
イ
ン
を

訪
問
し
て
意
見
を
聴
き
、
次
い
で
ヴ
ニ
ニ
ス
に
向
か
っ
た
が
、
ヴ
ェ
ニ
ス
で
は

同
地
の
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
彫
刻
家
の
長
沼
守
敬
が
案
内
に
立
ち
、
浜
尾
、

岡
倉
、

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
三
人
が
揃
っ
て
視
察
を
行
っ
た
こ
と
が
左
記
の
長
沼
の

証
言
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
な
お
、
長
沼
が
帰
国
（
明
治
二
十
年
八
月
十
四
日
）
後

東
京
美
術
学
校
創
立
事
務
所
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
ヴ
ェ

ニ
ス
に
お
け
る

浜
尾
ら
と
の
出
合
い
が
機
縁
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

▼
ヴ
ェ
ニ
ス
の
見
物
。
明
治
二
十
年
に
嘗
時
の
専
門
學
務
局
長
の
濱
尾
新

先
生
が
岡
倉
覺
三
氏
と
フ
ェ
ノ

ロ
サ
氏
の
雨
委
員
を
連
れ
て
伊
太
利
の
視

察
に
末
ら
れ
た
時
、
私
が
案
内
し
て
方
々
を
見
物
し
た
こ
と
が
あ
る
。
岡

倉
氏
は
妙
な
外
套
を
着
て
ゐ
る
の
で
可
笑
か
っ
た
、
尤
も
其
時
は
薄
い
外

套
を
羽
織
つ
て
ゐ
る
頃
で
あ
っ
た
。
私
は
彼
地
の
美
術
學
校
長
に
氏
を
紹

介
も
し
講
話
も
し
て
貰
っ
た
。
営
時
ヴ
ェ
ニ
ス
に
は
有
名
な
チ

、
ア
ソ
や

マ
マ

チ
ソ
ト
レ
ッ
ド
等
の
聾
伯
が
ゐ
た
諸
々
方
々
の
名
勝
古
蹟
を
見
物
す
る
の

に
僅
か
な
日
子
で
あ
っ
た
か
ら
非
常
に
忙
し
か
っ
た
。
其
折
岡
倉
氏
は
日

本
の
美
術
學
校
の
為
め
に
美
術
の
寓
員
を
澤
山
買
求
め
た
が
熟
々
私
が
感

心
し
た
の
は
、
氏
が
窟
員
屋
で
買
ひ
込
む
中
に
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
下
蓋
の
ス

ケ
ッ
チ
を
版
に
し
た
物
に
目
を
つ
け
た
の
で
こ
れ
は
中
々
箱
の
鑑
賞
眼
に

富
ん
だ
人
だ
と
思
っ
た
。

ー
下
略
ー

（
「
岡
倉
覺
三
氏
の
印
象
」
長
沼
守
敬

『美
術
之
日
本
』
第
五
巻
第
十
号
。

大
正
二
年
十
月
十
五
日
）

委
員
長
の
浜
尾
は
明
治
二
十
年
八
月
十
一
日
に
帰
国
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡
倉

は
一
旦
ア
メ
リ
カ
ヘ
戻
り
、
同
年
十
月
十
一
日
に
横
浜
に
到
着
し
た
。
岡
倉
は

ワ
シ
ソ
ト
ソ
駐
在
特
命
全
権
公
使
九
鬼
隆
一
の
夫
人
を
ニ
ス
コ
ー
ト
し
て
帰
国

し
、
到
着
後
直
ち
に
報
告
の
手
紙
（
同
年
同
月
十
二
日
付
）
を
九
鬼
に
送
っ
た

が
、
そ
の
手
紙
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

〇
廟
堂
の
上
忽
地
の
風
雲
教
育
部
も
亦
多
少
の
変
更
あ
り
美
術
上
の

仕
事
モ
一
年
前
と
は
気
抜
の
体
に
候
小
生
モ
不
平
多
く
候
へ
共
先
ハ
耐

忍
可
仕
候
美
術
学
校
設
立
の
事
は
相
定
マ
リ
候

か
ら
す
候
へ
共
人
間
の
事
頭
ヲ
回
ら
せ
は
概
ネ
愚
俗
二
御
座
候

金
モ
少
ナ
く
思
わ
し

唯
閣
下
の
帰
ら
る
A

を
相
待
チ
候

（
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
六
巻
。
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
。
乎
凡
社
刊
。
所
収
）

文
面
か
ら
推
察
し
て
、
出
発
前
と
異
な
り
帰
国
後
の
岡
倉
ら
を
取
り
巻
く
情

況
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
諸
計
画

の
う
ち
美
術
学
校
設
立
の
み
は
一
応
実
現
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
の
理
想
と
は

ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
気
抜
の
体
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

呵
々
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状
態
を
克
服
す
る
に
は
九
鬼
の
力
添
え
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
岡
倉
は

九
鬼
の
帰
国
を
待
ち
望
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

鑑
画
会
に
お
け
る
帰
国
報
告
講
演

美
術
取
調
委
員
の
公
式
報
告
書
は
現
在
の
と
こ
ろ
所
在
不
明
で
あ
り
、
フ
ェ

ノ
ロ
サ
が
執
筆
し
た
報
告
書
草
案
（
『
フ
ェ
ノ
ロ
サ
資
料
ー
』
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。）

の
み
が
残
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
報
告
項
目
を
箇
条
書
き
に
し
た
だ
け
の
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
を
読
ん
で
も
美
術
教
育
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
自
身

「
視
察
団
は
現
行
の
西
洋
美
術
教
育
制
度
に
お
け
る
嘆
か
わ
し
い
無
能
ぶ
り
を

政
府
に
報
告
し
た
」
（
前
掲
書
八
六
頁
）
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
徹
底
し
て
そ

れ
に
反
対
の
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
フ
ェ
ノ
ロ

サ
は
森
有
礼
宛
書
簡
（
前
掲
害

―二
七
頁
）
の
中
で
、
欧
米
の
美
術
教
育
に
つ
い

て
は
、

「
我
々
は
報
告
書
に
印
刷
し
た
ら
数
百
頁
に
も
達
す
る
よ
う
な
大
量
の

資
料
を
集
め
ま
し
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
岡
倉
は
鑑
画
会
で
帰
国
報
告
講
演
を
行
っ
た
。
左
記
は
そ
の

筆
記
で
あ
る
。

〇
鑑
甕
會
フ
ニ
ノ
ロ
サ
氏
演
説
筆
記

貴
婦
人
及
紳
士
諸
君
久
し
く
海
外
に
在
り
て
相
見
る
を
得
ず
再
び
諸
君

が
望
み
あ
る
尊
顔
を
拝
す
る
を
得
る
ハ
余
の
欣
喜
に
堪
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な

り
今
や
此
演
墳
に
上
る
に
営
り
特
に
陳
列
せ
る
物
品
に
付
き
て
批
評
を
下

さ
ん
よ
り
寧
ろ
十
餘
ヶ
月
問
外
國
に
在
り
て
見
聞
せ
る
と
こ
ろ
を
陳
述
す

る
の
勝
れ
る
に
如
か
さ
る
を
信
す
十
敷
ヶ
月
以
前
の
事
な
り
き
余
の
将
に

出
焚
せ
ん
と
す
る
に
嘗
り
余
ハ
諸
君
に
向
て
日
本
美
術
の
賂
来
望
み
あ
る

大
要
を
陳
ぶ
べ
し
請
ふ
先
づ
歴
史
上
よ
り
之
を
説
か
ん

の
時
間
を
以
て
此
等
の
証
左
を
歴
陳
す
る
和
解
に
も
参
ら
さ
れ
ば
先
づ
其

美
術
家
の
心
中
に
尋
ね
て
始
め
て
結
論
せ
る
も
の
な
り
去
り
な
か
ら
僅
少

を
説
き
日
本
固
有
の
美
術
を
進
暢
す
る
ハ
日
本
が
世
界
に
盛
す
の
義
務
な

り
と
唱
言
せ
り
余
の
本
日
演
せ
ん
と
欲
す
る
と
こ
ろ
も
亦
前
日
の
所
説
に

異
な
ら
さ
る
な
り
獨
り
異
な
ら
さ
る
の
み
に
あ
ら
す
十
敷
ヶ
月
の
経
験
ハ

却
て
前
説
を
確
固
な
ら
し
む
る
に
至
り
た
り
出
焚
前
余
の
主
張
す
る
と
こ

ろ
ハ
日
本
美
術
ハ
固
有
の
妙
所
あ
り
之
を
維
持
す
る
ハ
日
本
の
國
鉢
を
維

持
す
る
と
同
一
な
れ
ハ
國
鉢
上
よ
り
之
を
保
存
焚
達
せ
さ
る
へ
か
ら
す
と

の
主
意
に
止
ま
り
き
久
し
く
欧
米
諸
畷
の
美
術
を
取
調
へ
来
り
た
る
今
日

よ
り
之
を
見
れ
ハ
箪
に
此

一
黙
よ
り
日
本
美
術
の
保
績
を
説
く
ハ
或
ハ
公

平
の
論
に
あ
ら
ざ
る
か
の
疑
な
き
能
は
す
故
に
余
は
今
日
諸
君
に
向
つ
て

日
本
美
術
を
保
存
す
る
は
世
界
に
取
り
て
大
な
る
利
盆
を
興
ふ
る
も
の
な

り
と
断
言
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
之
を
概
言
す
れ
は
日
本
美
術
は
時
に
或
は

多
少
の
歓
黙
な
き
に
あ
ら
ず
と
雖
と
も
所
謂
活
々
と
し
て
生
色
あ
る
の
美

術
に
し
て
餘
他
の
美
術
は
無
機
無
能
死
地
に
あ
る
の
美
術
な
れ
ば
若
し
日

本
美
術
に
し
て
其
固
有
の
性
質
を
失
は
ず
着
々

と
し
て
其
歩
武
を
進
む
る

あ
ら
ば
終
に
は
世
界
美
術
の
牛
耳
を
執
る
に
至
る
べ
き
は
盗
し
疑
を
容
れ

ざ
る
と
こ
ろ
な
り
此
説
た
る
敢
て
余
が
軽
卒
の
見
よ
り
出
る
も
の
に
あ
ら

ず
少
く
と
も
此
美
術
取
調
委
員
か
深
思
熟
考
且
つ
之
を
敷
多
の
証
左
に
照

し
始
め
て
作
り
た
る
の
結
論
に
し
て
私
見
又
ハ
出
来
心
等
に
由
り
て
妄
り

に
過
言
を
な
す
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
此
説
た
る
賓
に
欧
洲
諸
國
美
術
の

沿
革
に
由
り
て
考
察
せ
る
も
の
に
し
て
或
は
之
を
欧
洲
現
時
の
美
術
教
育

に
照
し
或
は
之
を
美
術
と
エ
駿
と
の
開
係
に
質
た
し
或
は
之
を
臥
洲
諸
國
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